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日印協会常務理事 笹田勝義 

 

2020 年 11 月 4 日（水）に東京会館にて、東京商工会議所主催の渋沢栄一の、『渋沢シンポジウム～逆境のと

きこそ、力を尽くす～』が開催された。 

著名登壇者から醸し出される種々の話に加え、多少の私見を加味して、以下に渋沢シンポジウムの報告をする。 

 

シンポジウム内容（登壇者の敬称は略）は、 

第一部  基調講演「祖父・渋沢栄一から学んだこと」 鮫島純子 (エッセイスト) 

第二部  パネルディスカッション「渋沢の志を活かして」 

パネリスト：小島 進 (埼玉県深谷市長)  

今市涼子 (日本女子大学理事長)  

      三村明夫 (東京商工会議所会頭)  

コーディネーター：守屋 淳 （作家・中国古典研究家）  

第三部 「2021年大河ドラマ『青天を衝け』見どころの紹介 

菓子 浩(NHK チーフプロジューサ)  

の3部構成となっており、それぞれの分野にて、また初めて得る知識ともなる、登壇者による貴重なスピーチ

があった。 

 

まず、日印協会にとって、渋沢栄一(以下「翁」と表す) は忘れえない存在である。 

翁は日印協会の創設者である。大隈重信侯爵（元総理大臣 早稲田大学創設者）と長岡護美子爵（外交官 細

川家庶流）との共同創設者で、それぞれ初代・長岡護美、第二代目・大隈重信、第三代目・渋沢栄一と、順次三

代に亘って日印協会の会長を務めた。以来、日印協会は117年の年月を刻んできた。 

日印協会は、明治 42 年（1909 年）8 月 20 日に、第一号の会報

を発刊したが、その中では、大隈重信候が「経済的日英同盟」と題

した論文、渋沢栄一翁が「印度綿花輸入及びボンベ―航路起源」と

題した論文を寄稿した。 

世に語られる言葉としては、翁は近代資本主義の父と評される。

しかし、同時代(江戸後期から、明治初期、中期の時代)に創設され、

活躍した大財閥（三菱、三井、住友財閥など）と異なり、翁は財閥

を形成しなかった。翁は決して大富豪ではなかったにもかかわらず、

日本経済界に名を遺す多くの企業を創生した。企業として 500 社、

公益的な団体は600社を自ら創設し、世に出した。翁の遺産は、未

だに日本企業として、また、公益団体として、日本の経済界を席巻

している。 

大富豪ではなかったにもかかわらず、なぜ、近代資本主義（日本

経済）の父とまで言われたのであろうか。 

シンポジウム登壇者の言葉の端々に語られたことは、翁の心中は

『自分だけが儲けてはいけない、常に皆が幸福になることだけを目

指せ。感情豊かな若い時期（学生）からこの思想を教えなければな

らない』と理解すべきであろう。 

常に人の話を聞いて、その人の希望を理解して、意思に沿うべく

他の人へ働きかけるのが翁の基本姿勢であろう。日本での初の銀行創設や基幹メーカーの設立、次代を担う教育

機関の創立、中小企業の育成と大企業を含めた企業相互の情報公開と支援などを思うとその思想が良く理解でき

渋沢栄一翁の論文が掲載された 
日印協会会報第一号の表紙。 

1. 渋沢シンポジウム～逆境の時こそ、力を尽くす～ 

Shibusawa Symposium “Do Your Best in the Times of Adverse” 
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るのではないか。大企業だけの日本経済界ではなく、中小企業も同じようにその恩恵に浴するべきだとの姿勢で、

多数の中小企業を育てることに尽力された成果である。 

登壇者のお一人であるエッセイストで翁の孫である鮫島純子氏によれば、家庭内における翁の躾は『自分だけ

が良ければ良いのではなく、皆が同じように満足できるような振舞をしなければならない』と、日々教えられた

そうだ。 

また、日本女子大理事長 今市涼子氏は、翁が学長を務めた日本女子大に遺したのが、思いやりと慈愛の心で

あったとスピーチされた。大学の校訓でもある。 

企業として、コロナ禍での経済維持と発展は如何にすべきか、また、最近は「〇〇・ファースト」が流行って

いるが、企業経営とは本当にこれで良いのか等を、東京商工会議所会頭 三村明夫氏は、同じ経営者として、「こ

の深刻な時期に（逆境の時期）、翁ならばどうするのかと問うてみたい！」と真剣に仰っていたのが、印象的であ

った。 

埼玉県深谷市長 小島進氏による、翁に関わる諸施設（生家、記念館等）の紹介があった。筆者は、以前に同

市を訪れて諸施設を見せてもらったが、本日の話で、再度の訪問を考えたいと思っている。記念館には、日本に

ただ一つ残っている翁の肉声が記憶に新しい。 

来年 2 月 14 日（日）から始まるNHK 大河ドラマ『青天を衝け』をプロデュースしている菓子浩氏からは、

同ドラマの見どころの紹介があった。翁の人間性をふんだんに表現し、深谷独特の風景の描写に腐心している由。 

たまたま、シンポジウム受講日に、テレビ埼玉より、来年1月から「シブサワ解体“深”書」なる新番組を放

映するとのことで、お話を伺った。埼玉が誇る偉人、渋沢栄一の功績やその精神を語り継ぎ、次世代に繋げ、時

代を経ても教訓となる「渋沢スピリット」を浮き彫りにする番組を企画しているとのこと。埼玉近辺にお住いの

方々は、楽しみにしてお待ちください。 

 

この機会に、翁の精神の真髄である著書 「論語と算盤」に、是非とも目を通して頂きたいと思う。また、2024

年4月には、新たな1万円札に翁の肖像が印刷されて出回

る。渋沢栄一翁は我々にとってより身近に感じる存在とな

るであろう。 

最後に、翁が設立に貢献した日本郵船が、インドから綿

花輸入をする際の英・豪・伊の既得権益を解消するべく「ボ

ンベイ航路」を開設したのが、1893 年（明治 26 年）11

月7日だった。日本において、初めての海外への遠洋航路

であった。これは日印協会発足の丁度 10 年前の事である

（日印協会設立は、1903年である）。  

以上 

  

2024年度発行予定の一万円札見本 (財務省HPより) 
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インド三井物産（株）流通事業部 野村 保 

 

NAMASTE INDIA, I’M HOME. 

2020年8月3日正午、グルグラム（グルガオン）の商業施設「Cyber Hub」において、私共は「Curry House 

CoCo ICHIBANYA」インド1号店の扉をオープンしました。 

コロナ禍下にあっても現地に在留されて

いる日本人の方々を中心に、開店時間前か

ら列を作ってお待ち頂いたお客様をお迎え

しながら、長いようで短かった、しかし同

時に短いようで長かったこれまでの準備期

間を回顧しつつ、深い感慨に浸っていまし

た。 

「インドで日本式のカレーライスを売る

のは、北極圏で氷を売るようなものだ」 

2019年7月初旬に、三井物産と壱番屋

の合弁会社である「ICHIBANYA India 

Private Limited」の設立を公表した際、ネ

ット上では匿名の方々による数多くの応援メッセージを頂くと同時に、上記に類似するようなコメントも多く見

受けられました。 

しかし私共にとって ICHIBANYA Indiaの事業は、そのような無謀な思い付きでも賭けでもなく、勝算あって

の挑戦であると位置づけています。 

その背景には、様々なストーリーや近年の市場環境の変化などがあります。 

カレーという食文化がインドから英国に渡り、そして英国から日本に渡った18世紀から19世紀のカレー伝搬

の歴史、その後日本において最も出現頻度の高い家庭料理の一つになるまでに普及し、もはやカレーライスは日

本食を代表する料理の一つになっているという事実、そしてその「日本食」たるカレーライスを、カレー発祥の

地であるインドに「里帰り」させるという私共のストーリーが、それを象徴する最たるものです。私共はインド

外食産業において、日本式カレーライスでインドの伝統的なカレーに対して勝負を挑もうとしている訳では決し

てなく、あくまでも「Japanese food = Sushi」だけではない、日本食の新しいバラエティをインド市場に紹介し

ようとしている訳であり、ICHIBANYA Indiaのウェブサイト (https://ichibanyaindia.com) トップページに

ある「Namaste India,  I’m Home.」というタグラインには、私共のそのような想いが込められているのです。 

 

インドの外食産業の市場規模は現時点で約6兆円相当を超える規模と言われており、現時点ではコロナの影響

は大きいものの、中長期的には引き続き成長する産業であると思います。この成長を支えていくのが、中間層の

拡大と可処分所得の増加、そして消費者の嗜好の多様化により新しい食を試してみることのできる機会の拡大で

あると考えます。 

今後大きな成長が期待できる分野において、消費者の嗜好に寄り添った新たな食文化の紹介ができる市場の素

地が出来つつある今こそが、私共が上述のストーリーと共に日本式カレーライスをインドの消費者にご提案する

好機であると私共は捉えています。 

 

本年2月にデリーの日本国大使館にて開催された日本食を紹介するイベントにICHIBANYA Indiaとして参加

をさせて頂く機会を得ました。来場者は主に流通や外食・ホテル関係者のインド人の方々、そして日・印のメデ

ィア各社でした。私共はそれまでにも壱番屋秘伝のカレーソースの試食調査を実施してある程度の好感触を得て

いたのですが、このイベントにおいては皆さんより「美味しい」、「どこで食べることができるのか」、「店はいつ、

2. カレーハウス CoCo 壱番屋－インドでの挑戦 

Challenging with 'Japanese Curry' in the Indian Market 

「Curry House CoCo ICHIBANYA」インド1号店の外観 
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どこでオープンするのか」と言ったお問い合わせをその場で数多く頂き、壱番屋の味がインドの方々にも受け入

れられるものであることを更に強く確信する機会となりました。 

私共としては、CoCo ICHIBANYAブランドをお預かりしてインド市場でブランド構築と外食事業のオペレー

ションに関するノウハウやマーケティングのノウハウを獲得しながら、三井物産の持つ総合力を踏まえて、その

知見を活用してインド消費者市場におけるビジネス基盤を拡大していきたいと考えております。 

 

NIKO - KIBI - HAKI 

「Irasshaimase!」「Omatase shimasita!」 「Arigato gozaimashita!」 

Cyber Hubにある私共の1号店では、今日もスタッフの元気の良い声が響きます。 

私共がインド市場に紹介したいものは、日本式カレーを代表する壱番屋の秘伝のカレーソースの味だけではあ

りません。一つには、辛さやライスの量、トッピング等が選べて自由に自分好みの組み合わせをカスタマイズす

ることが出来る独自のオーダーの仕組み、そし

てさらに重要なものとしてご紹介したいのは、

壱番屋のモットーである「ニコ・キビ・ハキ」

を基盤とした気持ちの良いサービスです。 

これは「ニコニコ」、「キビキビ」、「ハキハキ」

としたサービスを目指したもので、壱番屋創業

者の宗次德二氏が考案され、全世界の全店舗の

壱番屋の看板の下において、お客様に体験頂き

たいサービスのあり方を、同氏が壱番屋の社是

として掲げられたものです。 

私共がいよいよインドでCurry House CoCo 

ICHIBANYAの1号店をオープンする際にも、

本邦を中心としたメディア各社が「インドで日本のカレーショップがオープン」といったテーマで多く取り上げ

て頂きました。もちろん、その背景には前述の様な好奇心が多くを占めていたのではないかと思いますが、私共

はここでも改めて、如何に「ココイチ」ブランドが広く日本の消費者に知られ、そして愛されているブランドで

あるかを認識するに至りました。このブランドをお預かりしてインド市場で挑戦する立場として、改めて身の引

き締まる思いでした。 

味・サービス、そしてそれを支える歴史とストーリー。これらを全て高いレベルで体現しながらインドの消費

者の方々に共有・ご提供する事が出来、そしてインドの消費者の方々から広く共感を得る事が出来て初めて、私

共は真の「カレー里帰りプロジェクト」と言える活動を、ここインド市場において挑戦していると言えるのだ、

という考えに基づき、私共は ICHIBANYA ブランドの価値訴求、認知度の向上、そして店舗におけるサービス

レベルの向上に日々努めています。 

 

CONVERSION RATE 

インドは既に6億台を超えるとも言われる数のスマートフォンが普及し、各地の IIT大学（Indian Institute of 

Technology）卒業生たちを中心とした ITスタートアップ企業がひしめく中に世界有数の IT企業がこぞって参入

してしのぎを削る、世界有数の IT大国として成長しつつあります。 

私共はインド在住の日本人の方々に、日本人に広く愛される「ココイチ」の味をここインドでも気軽に味わっ

て頂きたいという想いありますが、同様に重要なターゲット層として私共が位置づけるのは、大都市に在住する

30代を中心としたインド人オフィスワーカーです。 

これらの人々をコアターゲット層に据えた背景は、新しいものを試してみることに抵抗が少なく好奇心を持っ

ている方が多いこと、出張や旅行で海外に行って様々な異文化に触れる経験を持っている方が多いこと、そして

日々Facebookや Instagramといったソーシャルネットワークサービス（SNS）において自らの体験、発見や考

えを拡散したり、他者の経験に好奇心を持っていたりする方が多いと仮定できることがその背景にあります。 

これらの方々に広くCoCo ICHIBANYAブランドを知ってもらい、実際に来店して頂き、日本式カレーの味と

サービスを体験して頂いた上で、これらの方々の発信力を活用させて頂き、更に多くのブランド認知を得て、更

オープン当日の様子 
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に多くの方々にご来店頂くサイクルを創ることで、インド市場において可能な限り多くのCoCo ICHIBANYAフ

ァンの方々を獲得したい、というのが私共の狙いです。 

ところが、いざトライしてみると、新しい市場におけるブランド認知の獲得というのは、私共が想像するより

も遥かに容易でないことがよく解ります。 

東アジアや東南アジア諸国の様に、古くからハード面においてもソフト面においても日本との交流が盛んで、

日本への渡航経験がある方が非常に多い国・地域においては、CoCo ICHIBANYAは進出時点である程度知られ

たブランドであったかもしれません。一方、ここインドにおいては、「日本＝ハイテク」というイメージは広くイ

ンド人に浸透している一方で、日本食文化や消費者向けの食品・日用品や外食ブランドの進出は東アジアや東南

アジアに比べると後発であり、「Japanese Curry」という日本食のひとつのカテゴリーを知る方は非常に少なく、

ましてやCoCo ICHIBANYAブランドを知る方は非常にマイノリティであるのが現状です。 

そこでSNSを活用したデジタルマーケティングの登場なのですが、これもその利便性に比べて、新たなブラ

ンドを市場に浸透させるのは容易な事ではありません。 

前述のコアターゲット層の発信力を活用する為には、先ずは私共のフォロワーを可能な限り多く獲得する必要

がありますが、日々私共のSNSアカウント上でCoCo ICHIBANYAのストーリーを語ったりメニューを写真と

共に紹介したりしても、オーガニックなフォロワー数の増加にも限界があります。それなりの資金を投下すれば、

自発的にコンテンツのリーチが得られるのですが、何分にもスモールスタートの企業ですので、この為の予算も

自然と限られます。この状況においては一発逆転のホームランは期待できず、限られた予算の中で、ブランド認

知の為の活動を地道に、かつ継続的・効果的に行っていく必要があります。 

デジタルマーケティング活動において私共がリーチした方が「いいね！」をしてくれたり、知り合いにシェア

してくれたり、コメントを付けてくれたりすることを「コミットメント」と言いますが、一般にインド外食産業

においては、リーチからコミットメントの転換（コンバージョン）率は3

～5％程度のようです。そして、コミットメントから実際の来店へのコン

バージョンレートは更にその1～2％程度とも言われていますので、単純計

算では、リーチした総数に対して、0.03%から0.1%の方が来店して頂ける

こととなります。あくまでも計算上の話であって、ケースにより全く異な

りますが。 

マーケティング活動においては、このコンバージョンの追跡と、それを

踏まえた有効なコンテンツやメディアの取捨選択をPDCA1として如何に

効果的に回していきながら、短期的な結果に一喜一憂せず、データ分析か

ら最も正しいと判断できる活動を継続させることが鍵であるとの理解に基

づき、私共も地道なマーケティング活動を継続していきたと思っています。 

目指すのは、インド人なら誰でも知っていて、誰からも愛されるブランドです。まさに日本における「ココイ

チ」ブランドの様に。 

 

CUSTOMER FEEDBACK 

前段でデジタルマーケティングについてお話しさせて頂きましたが、どんなにマーケティングツールが進化し

ても、決して変わらないことがひとつあります。 

それは、「答えはいつもお客様の心の奥にある」ということです。 

勿論、声を上げて頂けるお客様は非常に有難い存在です。それがクレームであっても「いいね！」でも応援メ

ッセージであっても、私共はそれを改善に繋げたり、日々の活動の活力にさせて頂いたりしています。 

しかし、実際に声を上げて頂けるのはごく一部の方々です。残りの大多数の方々は、それが不満であっても満

足であっても、実際には声を上げず胸の内にしまってしまいます。 

大多数のお客様の、声にならない声にこそ、お客様が本当に感じていることのヒントが隠されているはずであ

り、それをどうやって引き出していくのか。これが事業の今後の成長の為の糧として最も重要なものであると私

共は捉えています。 

 
1 Plan(計画)・Do（実行）・Check（評価）・Action（改善） 

私共のシグネチャー（看板）メニュー 
「Chicken Cutlet Curry」 
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前述の宗次德二氏は、店舗数が1,000店を超える規模になっても、毎日数多くの店頭アンケート用紙に毎日欠

かさず全て目を通されていたと聞いています。そしてそのお客様の声から店舗運営の改善のヒントを貰い、それ

を直ちに実行していたようです。 

待っているだけでは、お客様はなかなか思っていることや感じていることを声にして伝えてくれません。恐ら

く宗次德二氏は早くからそれに気付いたからこそ、全店舗の全てのテーブルにアンケート用紙を置き、積極的に

お客様の声を引き出すことに注力されたのだと思います。そして更に重要なのは、その全ての声からお客様の「本

音」を引き出し、それを経営に直ちに活かす姿勢なのだと思います。 

本当の消費者インサイトは、アンケート用紙に記入頂いた表面的な文字としての回答にはなく、私共がお客様

の声を聞くことを継続していくことで初めて、その裏にあるヒントを得るスキルを磨くことが出来るのであろう

と思いますし、その難しさがまた、消費者ビジネスの醍醐味であると考えています。 

 

おわりに 

私共は、デリー首都圏での直営店舗展開を踏まえてブランド認知の拡大をトライしつつ、中長期的には各地の

大都市を中心にインドでの全国展開を図ることを計画しています。

他都市へは主にフランチャイズ方式での展開を考えていますので、

この事業がそのフェーズに到達する為にも、ブランド構築は非常に

重要な位置を占めています。即ち、高いブランド認知度があっての、

優良パートナー獲得であると考えています。 

上述ではマーケティングについて色々と解ったようなことを申し

上げましたが、私共のブランド構築の旅はまだ途に就いたばかりで

す。 

カレーの伝播の歴史と、日本式カレーの里帰りのストーリーは壮

大な歴史のロマンではありますが、決してこれが独り善がりのスト

ーリーにならないよう、多くのインド人に共感を得て、そしてイン

ド人に広く愛されるブランドに成長することを目指して、カレーの

新たな旅を続けていきたいと思います。 

今後とも皆様からの温かい応援を頂けましたら、私共としてこれ

に勝る幸せはありません。 

 

野村 保（のむら・たもつ）： 

インド三井物産株式会社 流通事業部長。 ICHIBANYA Indiaプロジェクトにおけるインド側の総責任者。 

 

 

石川インド協会会長・公立小松大学准教授 塩谷 サルフィ マクスーダ 

 

「太陽の町・インドカシミール」から「日出ずる国・日本」へ嫁いで36年。私は、石川県で暮らし、インド

料理店を起業・経営し、二人の子供を育て、義理の父母を介護の末にみとり、大学で教鞭を執っています。その

中で自分が体験して感じてきた日本の素晴らしさ、またどこか納得のいかない事柄などを『誇れる国・インドと

日本』に書き最近出版しました。 

 

私は個性を大事にしない画一的な教育システムや、子供たちをサポートする上で自身の日本語能力への不安、

子供たちの毎日の学校生活の中で起きている様々な問題を解決することができず、迷った末に当時10歳の娘と9

歳の息子をインドの全寮制学校に留学させることにしたのです。その時のことをお話させていただきます。 

夕暮れ時のグルグラム（グルガオン）の 
商業施設「Cyber Hub」 

3. 37年目の出版『誇れる国・インドと日本』を通して 

37 years of Journey 
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山奥の学校 

私は、夫とともに子供たちによいと思われる学校をインドに見つけました。それはウッタランチャル州の小さ

な田舎町、マスーリーという場所にある、小学校から高校までの全寮制で全校生徒がおよそ400人という、『ウ

ッドストックスクール（Woodstock School）』という学校でした。 

自然に囲まれて、と書けば聞こえはいいですが、デリーからは電車で6時間、バスに乗り換えてさらに二時間

かけないとたどり着けないという山奥にありました。山の中腹に学校と寮が点在していて、そこに行くまでは車

もすれ違うこともできない細い急な山道を登っていかなくてはなりません。 

当時娘は10歳で息子は9歳です。まだ小さな子供たちを日本から遠く離れたインドの、しかも山奥の学校に

留学させるということは、子供たちにとっても、私たち両親にとっても、とてもつらいことでした。もちろん二

人が親元を離れて暮らすのは初めてのことです。 

日本の便利な社会から、途上国の山奥の学校へ送り、高校までの7、8年という長い時間を思うと寂しさと不

安、心配が募り、迷いに迷ったのですが、これも子供たちの将来のためだと心を鬼にしたのでした。 

 

あなたはハーフではない 

みんなの前で自己紹介をする時、娘にはためらいがありました。日本には「ハーフ」という言葉があるけど外

国でどのように説明すればいいのかわからなかったのです。 

あれは娘が小学校に上がった頃のある日のことです。私が娘と歩いていますと、通りかかった子供が、「変なイ

ンド人の顔の日本人」と言うのです。私に対してなら何を言われても我慢しますが、何の罪もない娘に対しては

許せません。カッとなり、「何なのそれ！ こっちに来なさい！ 謝って！」と大声で叱りつけました。ところが

その時、娘はまだ小学一年生なのに、こんなことを言ったのです。 

「ママ、狭い心の人に教えるには、時間がかかるから、今はそれしか考えられない人はそのままにしておけば

いいの。こっちが我慢していれば、そのうち向こうがわかるから。それでも、わからない人はかわいそうね」 

私は娘に教えられ、返す言葉もありませんでした。ですが、娘はそんな小さな時から差別をされていると自覚

して、ずっと我慢を強いられ、子供ながらつらい思いを胸に秘めて生きていたのです。 

だから、インドの学校でも親の紹介をどうすればいいのか、最初は自分の親の国籍を話すことをためらい、日

本の子供たちと同じような反応を想像して悩んでいたのでした。でもいずれはわかるだろうからと、彼女は思い

切って、 

「私の母はインド人で、父は日本人です。私はハーフです」 

と言ったのです。すると大きな拍手とともに「ワオ」という声があちこちから聞こえてきたのです。そしてみ

んなが、「ハーフって何言っているの？」 

と、疑問を投げかけてきたといいます。 

「だからお母さんがインド人で」 

と娘が説明しようとすると、 

国際性豊かな2004年のウッドストックスクール（Woodstock School）卒業式 
一番左の和服姿が娘 
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「ちがう、ちがう。ハーフじゃないでしょ」  

「何でハーフ？」 

「ダブルでしょ」 

とみんな口々に言ったというのです。日本という素晴らしい国とインドという素晴らしい国の二つも文化を持

っているのだからハーフではなくダブルだと、ハーフという考え方はやめた方がいいと、もっと誇るべきだと、

ものの一分ほどの間でみんなが言ったといいます。彼女が心配していた反応とはまったく正反対の反応をもらっ

たのでした。 

娘は同じ年の子供たちに言われて、とても驚くとともに、物の考え方を一つ変えるだけで、人生が楽しくなっ

たり、つらくなったりすることを学んだのです。その後彼女の顔には笑顔が戻り、生まれて初めての考え方に新

鮮さを覚えたと言います。 

 

子供たちの手紙 

子供たちは、ウッドストックスクールでの経験を通して、どれほど異なる文化であっても、人間同士は一緒に

暮らすことが可能だと学びました。批判や怒りでは人間は成長できない、必要なのはお互いを受け入れ、理解す

ることだと。 

人は簡単に変わることはできません。良き方に変わるためには、正しい環境によって育まれた正しい考え方に

もとづく行動をし、心を開いて、周りの人から学ぶことです。そのことは将来、より良い社会の発展につながり、

様々な文化を共有しつつコミュニケーションが広がり、結果、グローバルな役立つアイデアによって互いに快適

な生活が可能になっていくのです。 

この学校では国際的感覚が身につくとともに、自分の国である日本の良さ、親のありがたさ、自分というもの

がみんなの支えで生かされていると気づきます。寮生活では──質素な食べ物で時間通りに食べないとなくなる、

田舎の市場に行けばたくさんの物乞いの人たちがいる、お湯も満足にない、一日何度も停電する、ロウソクの灯

りで勉強をして視力を落とす──こうした先進国にはない理不尽さ、不便さを目の当たりにして体験し、日本で

は当たり前の水や電気、食糧、設備など、そのすべてが当たり前ではないことを自分自身の身をもって知り、素

直な心、思いやり、感謝の気持ちといったものが自然に身につくのです。 

日本での朝のシャワーのお湯、停電のない生活、いつでもどこでも美味しいものが食べられ、電車やバスは時

間通りに発着し、ドアは自動で開閉するといった、その日常をありがたく思い、感謝をする心、家の中で食べ物

を大切にする姿勢を、子供たちが留学先から帰国するたびに見て、私はとても感動しました。 

子供たちが留学していた7、8年間で、私は彼らからたくさんの手紙を受け取りました。そのうちウッドスト

ックスクールに通って間もない頃にもらった、私が大切にしている息子の手紙には、こう書かれています。『パパ 

ママへ、1月18日はひま（ぼく）のたんじょうびで

す。なにも（プレゼントも）いらない、生んでくれ

てありがとう』 

私は自分の眼を疑いました。わずか九歳の子が感

謝の気持ちを手紙に書くなんて……。日本にいる時

は何でも欲しがる子でしたが、わずか半年でここま

で変わるとは、私自身信じられませんでした。この

手紙は私の人生の大切な一部となり、今も私の脳裏

に深く刻み込まれています。 

もう一通、大切にしているのは娘からの手紙で、

それはちょうど私が、まだ小さかった子供たちを手

放したことが本当に正しかったのかどうか、とても

悩んでいた時期に送られてきたものでした。 

 

『家族がいなくて、日本が恋しくて、学校はすべてが楽しいとはいえません。この学校では様々な国の人たち

でコミュニティーが成り立っていて、誰一人同じ背景の人はいません。文化はお互いに異なりますが、私が驚き

感動したことは、この多様な文化が混ざり合っても、何の矛盾もないように見えるという事実でした。あらゆる

私が大切にしている息子からの手紙 
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種類の言語が互いに調和しており、これはまさに理想的なコミュニティーのあるべき姿なのです。中には奇異に

思える考え方があるかもしれませんが、でもみんな新しい考え方を取り入れ理解し、受け入れようとするので問

題は起こらないのです。私はこの多種多様な文化の違いの中でもお互いをわかり合おうとする姿勢こそが、ウッ

ドストックスクールの人々の間に強い絆が生まれる重要な鍵の一つであるように思えるのです』 

 

この娘からの手紙によって私の視界は明るく開け、気分も晴れました。 

どんな親であれ、生涯の中で時々、自分の子育ての仕方が正しかったのかどうか考えるものです。 

こうした娘と息子の成長ぶりで、私は救われた気がしました。彼らが日本から遠く離れた場所で、様々なこと

にチャレンジすることで自分を高めていく──これが私にとっての肥やしになり、私自身もインドと日本の架け

橋となって花を咲かせることを心がけたのでした。 

 

これは私が日本の教育システムの素晴らしさと問題点を知った結果、インドの寮制学校に娘と息子を留学させ

た時のストーリーを著書『誇れる国、インドと日本』より抜粋したものです。 

 

夢に向かって 

私は最近になり、最後に記したこの時の娘の考え方こそが、現代のグローバル社会において最も必要なことだ

と強く感じるようになりました。 

そこで私は教育活動に積極的に携わっている友人たちに呼びかけ、インターナショナルスクールの必要性を伝

え、『石川インターナショナル・ボーディング・スクール(Ishikawa International Boarding School)』の寮制学

校の設立を提案しました。日本の子供たちの教育に、私が当時望んだような新たな選択肢を作りたいと思ったか

らです。 

とはいえ現実的に前途は多難です。石川県の役所の方々に話を持ちかけても反応は鈍く、一度はNPO法人ま

で設立したものの、現在はとん挫している状況です。この考え方をしっかりと理解してもらうには、まだ時間が

かかりそうです。 

しかし、私は諦めません。娘がそうしたように様々なことにチャレンジをしていきます。 

まずは今年、33年間営んできたインド料理レストラン

を金沢駅の目の前にリニューアルオープンしました。名

前は『Luxury India Rubina』。「文化の交流は食から」

というコンセプトの元、インド料理＝カレー屋というイ

メージを覆し、インド料理の新たな一面を紹介したいと

思っています。そしてこれまでと同様に、レストランを

拠点とした数々の国際交流イベントを開き、いつの日か

日本の教育システムとインドの寮制学校の良い面を掛け

合わせ、国際色豊かで多様性と自立性を重んじ、自国の

文化も他国の文化も正しく評価できる人間を育む学校を

設立することが、私の大きな夢です。 

 

 

 

塩谷サルフィマクスーダ （Shiotani Sarfi Maqsooda）:  

インド・ジャンムーカシミール州スリナガル出身。84年来日。金沢市で「Luxury India Rubina」を経営し、食文化を通して

国際交流を進める。社会活動家。現在、公立小松大学 国際文化交流学部国際文化交流学科准教授、カシミール大学 中央アジ

ア研究センター 客員教授、石川インド協会会長、国連のアジア・ユーラシア・人権問題の副会長。 

今年5月にPHP研究所より『誇れる国・インドと日本』を上梓。 

 

 

新たにオープンしたインドレストラン 
『Luxury India Rubina』 
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1 内政 

【連邦政府/連邦議会】 

10月8日：ラームヴィラス・パスワン消費者・食糧公共配給大臣が、デリー準州の病院において死去した。（享

年74歳、人民の力党（LJP）所属上院議員）。また同日、ゴヤル鉄道兼商工大臣が、消費者・食糧公共配給大臣

の兼務を命じられた。 

10月20日：モディ首相は国民向け演説を行い、これから祭りの季節を迎えるに当たって2フィートのソーシャ

ルディスタンス確保、手洗い、マスク着用等これまでの予防措置を改めて徹底するよう呼びかけた。 

 

【選挙管理委員会（Election Commission,EC）】 

10月13日：選挙管理委員会は、11月25日に任期満了を迎えるウッタル・プラデシュ州選出上院議会10議席

及びウッタラカンド州選出上院議会1議席の選挙を11月9日に実施すると発表した。 

 

【ジャンム・カシミール（JK）準州】 

10月13日：2019年8月以降拘留状態にあったメフブーバ・ムフティ人民民主党(JKPDP)党首（元JK州首相）

が釈放された。同党首は、釈放後に発出したビデオメッセージで、元JK 州の市民は8月5日の強奪と屈辱を忘

れない、中央政府が我々から違法かつ非民主主義的に奪ったものを取り返す必要があるなどと述べた。 

10月15日：人民民主党（JKPDP）のメフブーバ・ムフティ党首（元JK州首相）、JK民族協議会（JKNC）の

ファルーク・アブドゥッラー党首（元州首相）及びオマール・アブドゥッラー元州首相（ファルーク党首の息子）

等のJK主要政党による会議が開かれ、JK州としての特別地位復活のため、「グプカル宣言のための人民同盟（People’

s Alliance for the Gupkar Declaration）」の立ち上げを決定した。 

10月26日：内務省は、JK州時代の州法の無効化及びJK準州への連邦法適用を実施する通知（UT of Jammu and 

Kashmir Reorganisation (Adaptation of Central Laws) Third Order、 2020）を発出した。これにより、JK準

州以外の者によるJK 準州の土地取得が可能となる。 

 

【ビハール（BR）州】 

10月3日：野党連合を率いる国民人民党（RJD）のテジャスヴィ・ヤーダヴ党首は、友党との共同記者会見に

おいて、次期BR州議会議員選挙では自身が次期州首相候補となると発表した。また、州政権として選出されれ

ば公務員100万ポストをBR州の若者に割り当てると述べるとともに、現BR州政権は失業と貧困問題の対応に

失敗しているとして批判した。 

10月4日：人民の力党（LJP）は、人民党統一派（JDU）とのイデオロギー的な対立を理由として同州におけ

るJDU及びインド人民党（BJP）との国民民主同盟（NDA）連合から脱退すると発表した。一方、BJPとの確

執は全くなく、中央政府においてはNDA連合の一員としてBJPを引き続き支持すると発表した。 

10月12日：クマールBR州首相は、デジタル選挙運動での初の演説において、人民党統一派（JDU）が州政権

に就いた2005年以前と現在のBR州の発展・整備状況を比較し、次期州政権として選出されれば発展をさらに

推し進めるとして、開発分野における実績を強調した。 

10月17日：国民人民党（RJD）率いる野党連合は、BR州議会議員選挙を前に、100万人の雇用創出、農業従

事者の債務免除など25項目から成るマニフェストを発表した。 

10月21日：人民の力党（LJP）は、BR州議会議員選挙を前に、若者の活躍及び教育・保健・治安・雇用など

多分野にわたる改善を謳ったマニフェストを発表した。 

10月22日：シタラマン財務大臣は、BR州議会議員選挙を前にパトナにおいて、BR州住民への新型コロナウイ

ルスワクチン無料化などを謳うBJPのマニフェストを発表した。 

4. インドニュース(2020年 10月) 

News from India 
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10月23日：モディ首相は、BR州議会議員選挙前の選挙キャンペーンに初めて参加し、1990年代の国民人民党

（RJD）州政権下での統治を「失政」と批判し、現在のNDA連合による統治下で州民は「新たなBR州」を目

撃していると述べ、主に治安面における生活の変化を強調した。 

10月28日：3フェーズにかけて実施されるBR州議会議員選挙の第1フェーズの投票が実施された。投票率は

54.36％（速報値）で、前回2015年時の54.75％とほぼ同様。 

 

【パンジャブ（PB）州】 

10月20日：PB州政権は臨時議会を召集し、中央政府が可決した農業関連3法の内容を同州において拒否する

との決議を可決するとともに、最低支持価格（MSP）以下での農業関連取引の禁止などを含め連邦法を無効化す

る農業関連4州法を、全会一致で可決した。 

 

2 経済 

10月9日：インド準備銀行（RBI）は10月7～9日の3日間にわたって行われていた金融政策決定会合（MPC

会合）の結果を公表した。 

 

10月12日：シタラマン財務大臣は、新型コロナウイルスに伴う経済対策第3弾として、需要喚起のための新た

な経済対策を発表した。 

 

3 外交 

【印米関係】 

10月26－27日：ポンペオ米国務長官及びエスパー米国防長官が訪印し、第3回米印外務・防衛閣僚会合（2＋2）

が開催された。 

【印露関係】 

10月7日：インド外務省は、モディ首相がプーチン露大統領と電話会談を実施した旨発表した。 

ポイント 

（1）政策金利（レポ・レート）は4.00％で据え置き。リバースレポレートも3.35％のまま据え置き。 

（2）消費者物価指数インフレ率は、2020年度第2四半期に6.8％、2020年度下半期で5.4－4.5％、2021年度

第1四半期で4.3％と予測され、リスクはほぼバランスが取れている。 

（3）2020年度の実質GDP成長率は▲9.5％、2020年度第2四半期は▲9.8％、第3四半期は▲5.6％、第4四

半期は＋0.5％、2021年度第1四半期＋20.6％となると予想。 

ポイント 

（1）今回の経済対策の事業規模は、最大1兆ルピー超となる見込み。これまでに公表された経済対策（事業規

模20兆ルピー）と比較して、規模は小さい。 

（2）今回の対策の狙いは、新型コロナウイルスにより収縮した消費需要の喚起。政府は今回の対策の背景につ

いて、過去2回の対策により貧困層や社会的弱者のニーズに応え、供給制約は解消に向かっているものの、消費

需要はいまだ収縮していると説明。 

（3）今回の対策は消費刺激策と資本的支出刺激策の2本柱からなり、それぞれ2つの施策が含まれている。 

・消費刺激策としては、①コロナ禍で休暇旅行に対する補助制度（LTC）を利用できない政府職員へのLTC制

度の現金化、②政府職員への1万ルピーの前払金の付与が盛り込まれ、最大計6400億ルピーの事業規模となる

見込み。コロナ禍で貯蓄を積み増している政府職員や正規労働者の支出を促し、需要を喚起する。 

・資本的支出刺激策としては、③地方政府に対する無利子ローンの提供と④中央政府の資本的支出予算の増額を

盛り込み、中央・地方合わせて計3700億ルピーの事業規模となる見込み。政府は、資本的支出は高い乗数効果

を通じて将来の生産能力を向上させ、高い経済成長率をもたらすと説明。 

（4）今回の対策は、需要の先取り策が過半を占めることから、事業規模に比して新たな財政支出は抑制されて

おり、エコノミストの試算によると、対策に伴う中央政府の支出は4100億ルピー（対GDP比0.2％）程度にと

どまる見込み。 
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【印パ関係】 

10月17日：現地メディアは、ジャイシャンカル外相が、「パキスタンからのテロは、パキスタン政府により、正

当な政策として公に認められ続けている。これにより、（インドとパキスタンの）正常な関係を実施することが困

難とされている。」と述べた旨報じた。 

10月20日：現地メディアは、シーク教創始者であるグル・ナーナクの生誕551周年に際して、パキスタン政府

がインドのシーク教徒を生誕551周年記念式典に招待した旨報じた。同式典は、パキスタンのナンカナ・サヒブ

において11月27日から3日間にかけて開催される。 

10月30日：現地メディアは、パキスタン政府閣僚が、2019年2月にJKのプルワマで発生したテロ攻撃に関す

るパキスタン政府の責任を認めた旨報じた。 

【印・ネパール関係】 

10月15日：現地メディアは、オリ・ネパール首相が14日の内閣改造でイシュウォル・ポクレル副首相兼国防

大臣を内閣メンバーから排除した旨報じた。ポクレル副首相はオリ内閣の中で最も反インド派の1人であり、今

回のポクレル副首相の離任は印との関係修復のための印への配慮した動きであった模様。 

【印・韓国関係】 

10月21日：インド外務省は、モディ首相が文在寅・韓国大統領と電話会談を実施した旨発表した。 

【印・ミャンマー関係】 

10月4日－5日：ナラヴァン印陸軍参謀長とシュリングラ印外務次官は、ミャンマーを訪問した。 

10月16日：現地メディアは、近日中に、インド政府がミャンマー政府に対して潜水艦を供与する旨報じた。 

【印・イスラエル関係】 

10月5日：インド外務省は、モディ首相とネタニヤフ・イスラエル首相が電話会談を実施した旨発表した。 

【印・アフガニスタン関係】 

10月6日－10日：アブドゥッラー・アフガニスタン国家和解高等評議会議長が訪印し、モディ首相、ジャイシ

ャンカル外相、ドヴァル国家安全保障担当補佐官等と面会した。 

【印・ポルトガル関係】 

10月14日：インド外務省は、ジャイシャンカル外相がポルトガル外相とテレビ会談を実施した旨発表した。 

【印・トルクメニスタン関係】 

10月15日：インド外務省は、コヴィンド大統領がグルバングルイ・ベルディムハメドフ・トルクメニスタン大

統領と電話会談を実施した旨発表した。 

【印・モロッコ関係】 

10月22日：インド外務省は、ジャイシャンカル外相がナッセール・ブリタ・モロッコ外相とヴァーチャル外相

会談を実施した旨発表した。 

【印・ギリシャ関係】 

10月29日：インド外務省は、ジャイシャンカル外相がニコス・デンディアス・ギリシャ外相とテレビ会談を実

施した旨発表した。 

【印・国連関係】 

10月23日：インド外務省は、インド通信省が国連創設75周年を記念する記念小切手を発表した旨発表した。 

 

4 日印関係 

10月6日：茂木外務大臣は、ジャイシャンカル・インド外務大臣、ペイン・オーストラリア連邦外務大臣、ポン

ペオ米国国務長官と第2回日米豪印外相会合を実施した。 

10月7日：茂木外務大臣は、ジャイシャンカル・インド外務大臣との間で第13回日印外相間戦略対話を開催し

た。 

今月の注目点1：第2回日米豪印外相会合 

 

10月6日、午後5時15分から約3時間、茂木敏充外務大臣は、訪日中のマリズ・ペイン・オーストラリア連

邦外務大臣、スブラマニヤム・ジャイシャンカル・インド外務大臣、マイク・ポンペオ米国国務長官と第2回

日米豪印外相会合及び夕食会を行ったところ、概要は以下のとおりです。 
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1．四大臣は、新型コロナウイルス感染症の発生・拡大後、初めて日本で行われる閣僚レベルの国際会議となっ

た第2回日米豪印外相会合の開催を歓迎しました。 

2．四大臣は、新型コロナウイルス感染症の発生・拡大に伴って顕在化した諸課題への対応について意見交換を

行い、保健・衛生分野やデジタル経済など新たな国際ルール作り等の課題について引き続き連携していくこと

を確認しました。 

3．四大臣は、「自由で開かれたインド太平洋」は地域の平和と繁栄に向けたビジョンであり、ポスト・コロナ

の世界において益々その重要性を増しているとして、その実現に向け、より多くの国々へ連携を広げていくこ

との重要性を確認しました。この関連で、四大臣は、ASEAN の一体性及び中心性とASEAN 主導の地域枠組

みに対する強固な支持を再確認するとともに、「インド太平洋に関するASEANアウトルック」に対する全面的

な支持を再確認しました。また、「自由で開かれたインド太平洋」に対する欧州を始めとする各国の前向きな取

組を歓迎しました。 

4．四大臣は、「自由で開かれたインド太平洋」を具体的に推進していくため、質の高いインフラ、海洋安全保

障、テロ対策、サイバーセキュリティ、人道支援・災害救援、教育・人材育成を始め様々な分野で実践的な協

力を更に進めていくことで一致しました。 

5．四大臣は、北朝鮮、東シナ海・南シナ海を始めとする地域情勢についても意見交換を行いました。 

6．四大臣は、今後、この外相会合を定例化するとともに、来年の適切なタイミングで次回の会合を開催するこ

とで一致しました。 

今月の注目点2：第13回日印外相間戦略対話 

 

10月7日、午後0時30分頃から約75分間、茂木敏充外務大臣は、日米豪印外相会合出席のため訪日中のジャ

イシャンカル・インド外務大臣との間で日印外相間戦略対話を開催したところ、概要は以下のとおりです。 

1．冒頭 

 茂木大臣から、ジャイシャンカル外相の訪日を歓迎した上で、本日は13回目を迎える日印外相間戦略対話を

対面で実施する機会であり、率直な意見交換を行いたい旨述べました。また、茂木大臣は、インドとの戦略的

関係を重視しており、「日印特別戦略的グローバル・パートナーシップ」を更なる高みに引き上げるため、ジャ

イシャンカル外相とも引き続き連携していきたいと述べました。 

 ジャイシャンカル外相から、茂木大臣の誕生日についての祝意が述べられた後、前日の日米豪印外相会合や

本日の日印外相間戦略対話をはじめ、ホスト国としての調整への謝意表明があり、茂木大臣と連携しつつ、日

印関係を更に強化していきたい旨述べました。 

2．二国間関係 

 両外相は、政治・安全保障、経済・経済協力等につき幅広く意見交換を行いました。茂木大臣から、コロナ

対策として、8月末にインドに対する500億円の緊急支援借款、及び、医療機材供与を目的とする10億円の無

償資金協力に関する交換公文が署名されたことに言及しつつ、これらの支援が、新型コロナ対策を含むインド

の保健・医療体制の強化に寄与することを期待する旨述べ、これに対してジャイシャンカル外相から謝意表明

がありました。 

 両外相は、ASEAN諸国や南西アジアなど第三国における日印協力を進めていくことや、高速鉄道事業を着

実に進展させていくことの重要性も改めて確認しました。 

3．地域情勢及び国際情勢 

 両大臣は、「自由で開かれたインド太平洋」の実現のための協力につき、幅広い意見交換を行い、インドが進

めている「インド太平洋海洋イニシアティブ」を含め、引き続き連携を強化していくことを確認しました。 

 両大臣は、北朝鮮情勢についても意見交換し、茂木大臣から、拉致問題の早期解決に向けた理解と協力を求

め、ジャイシャンカル外相の支持を得ました。 

 茂木大臣より、安保理非常任理事国選挙でのインドの当選に祝意を表し、両大臣は、安保理改革の早期実現

に向けても協力していくことを確認しました。 
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◆ ドキュメンタリー映画「春の気配、火薬の匂い：インド北東部より」期間限定無料オンライン公開 

山形国際ドキュメンタリー映画祭2019の特集「春の気配、火薬の匂い：インド北東部より」が限定オンライ

ン公開されます！ 

特集で上映された各作品を日本限定・期日限定で無料ストリーミング配信し、ゲストを迎えたトークイベント

をオンライン開催します。 

知られざる“インド北東部”の歴史文化の豊かさ、社会の今、視聴覚記録メディアの重要性について、理解と

興味を深める新しい試みです。ここでは11月29日、12月5日分のみご紹介いたします。ぜひ奮ってご参加く

ださい。 

 

プログラム：「春の気配、火薬の匂い：インド北東部より」期間限定無料オンライン公開⇒ http://neidocs.tokyo/ 

開催期間：12月11日（金）まで 

主催：シネマトリックス 協力：認定NPO法人山形国際ドキュメンタリー映画祭、nondelaico、ドキュメンタ

リー・ドリームセンター  企画協力：公益財団法人 笹川平和財団 

 

～オンラインイベント～ 

＜映画の保存と継承が地域文化の未来を守る＞ 

日時：11月29日（日）15：00～16：00（収録配信） 

視聴リンク：  https://www.youtube.com/user/yidff 

出演：ナタニエル・マジャウ(インド北東部視聴覚アーカイヴ）、とちぎあきら（映画アーキビスト） 

 

＜Notes Unlocked. ～シロンから生中継！インド北東部の音楽シーン> 

日時：12月5日（土）18：00～19：00（ライブ配信） 

視聴リンク： https://www.youtube.com/user/yidff 

出演：メガラヤ州のミュージシャンたち 

今回の特別オンライン・ライブでは、インド北東部AVアーカイブと笹川平和財団の共同プロジェクトを

通してコロナ禍中の創作支援を受けたミュージシャンたちが出演。演奏の自粛から解放された、彼らのパフ

ォーマンスや伝統舞踊を通じ、インド北東部の多様な文化のあり方を紹介します。 

 

詳細は日印協会ホームページでもご紹介しております。 

  

5. イベント紹介   
Japan-India Events 

http://neidocs.tokyo/
http://neidocs.tokyo/
https://www.youtube.com/user/yidff
https://www.youtube.com/user/yidff
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§『インドのビジネス法務』 

編者：西村あさひ法律事務所  

著者：伊藤真弥、髙木弘明、鈴木多恵子、今泉勇、和田卓也、 

田代夕貴、稲岡優美子、伊藤龍一、数井航、八木智砂子 

出版社：有斐閣  価格：本体 2,600円＋税  ISBN 978-4-641-04826-3 

アジアビジネス法務の基礎として2016年からシリーズのインド編。 

ご承知の方も多いが、インドのビジネス関連の法律体系は日本と全く異

なるもので、1956年制定の会社法が 2013 年に大きく改訂されたことや、

2016年に制定の破産倒産法は、「モディ政権の荒療治法」と異名が付いた。 

ノンバンクなどの破産を引き起こした結果、コロナ禍の前からすでにイン

ド経済界の混乱を来していた。 

本書は、ビジネスに関する法律の基礎から応用まで、日本人向けにアレ

ンジされたものとなっている。 

ケーススタディとして、インド進出の際の留意すべきこと、進出後の資

金調達など実践的に分かり易く、インド進出が相次いだ時代から10年以

上経過している現在、撤退のケースも詳しく解説されている。例えとして

適切かどうか、いわゆる「ゆりかごから墓場まで」を取り上げ、決して「イ

ケイケ」の話だけではないものとなっている。（日印協会事務局長 西本達生） 

 

§『新興大国インドの行動原理:独自リアリズム外交のゆくえ』 

著者：伊藤 融  出版社：慶應義塾大学出版会 

価格：本体 2,400円+税  ISBN978-4-7664-2695-3 

長い歴史と独特の文化、社会、宗教を有するインドではあるが、近年、

特に現政権のナレンドラ・モディ首相の時代になって近隣諸国との外交

の在り方に、種々の難しい問題を有するようになってきた。 

中国が強力に推し進める『一帯一路』政策によって、インド近隣諸国

を取り込むような動きがある。モディ首相は既に中国を何度か訪問し、

両国は関係を築きはしたが、米国を中心とする西側諸国は、この中国政

策に異常に神経を尖らせている。インドとしても西側諸国との関係を崩

すことは絶対に出来ないが故に、中国寄りに傾く偏重は避けなければな

らない。日本はアメリカと最友好国であり、かつインドとも極めて近い

関係があるので、米中関係の中での日本のインドへの関与が非常に期待

されている。 

モディ首相が信奉すると云われているヒンドゥー至上主義下でのイス

ラム教徒との軋轢、『近隣第一政策』（近隣の諸外国との外交）の遂行、

メイクインディアに代表される国内の諸政策の問題を抱えつつ、コロナ

ショックによる外交の手詰まり感に多くの課題を抱えている。インド特

有の思想『ジュガール』（なんとかなるさ！！）の様には外交は進まないことを彷彿させる。外交問題を扱う難し

い論文ではあるが、一読をお勧めする。  （日印協会常務理事 笹田勝義） 

 

（目次）はじめに 「理解できない国」としてのインド  第1章 理想主義から現実主義への転換か？ 

第2章 DNAとしての戦略文化   第3章 外交政策を制約する構造はなにか 

第4章 インドのおもな対外関係――直面する課題  おわりに モディはインド外交を変えたのか？   

6. 新刊書紹介 
Books Review 
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〈次回の『月刊インド』の発送日〉 次回12月号の発送は、2020年12月18日(金)を予定しております。 

会員は発刊日にお手伝いをしていただければ、月刊インドにチラシを無料で封入することが出来ます。チラシの

封入をお考えの方は、日程をご確認のうえ事務局までご連絡下さい。チラシを封入する際には、当該催事の協会

会員に対する割引等特典の配慮をお願いしております。チラシ印刷の前にご一考下さい。また、インド関連イベ

ントの後援も行っております。 

 

＜編集後記＞ 今月の表紙は、日印協会創始者のひとり、渋沢栄一翁です。翁を顕彰するシンポジウムが11月4

日に開催され、その様子を記事にしました。趣旨には、今般のコロナ禍、このような逆境を乗り越えるヒントを

学ぼうというものがありました。 

インドとの往き来も途絶えて久しいのですが、その中にあってインドに進出した企業戦士たちがチャーター便

や臨時便を利用して、コロナ禍真っ只中にもかかわらずインドに戻っています。その数は正確には在留届けの範

囲で在インド日本大使館領事班が把握しているでしょうが、複数の情報筋からの非公式ながら概略の数字を挙げ

ますと、コロナ前の在留邦人は1万人強で、インドの医療体制を懸念して4月、5月にチャーター便で緊急帰国

した帯同家族含めた邦人は凡そ8千人にのぼるとみられます。この際、インドはロックダウン下で外出も儘なら

ず、邦人のデリー空港までの移動には許可証が必要となり、在インド日本大使館が大変苦労されたと聞いていま

す。結果、帰国を踏みとどまった2～3千人が残留されたようです。勿論鈴木大使以下、各地の総領事館、大使

館の方々も残られました。 

そして今回取り上げたいのは、まだまだ感染が収まらない8月から現在まで合計7便、インドの日系企業団体

であるインド日本商工会がチャーターした便で羽田から1100人ほどがインドに戻りました。工場のオペレーシ

ョンをインド人に任せておられない、インドに進出したいがどうしても早急に調査したいという企業人などです。

十分とは言えない医療体制のインドに向かう、まさに吉田松陰の「やむにやまれぬ大和魂」からとでも言いまし

ょうか。これら企業戦士を抱える日本企業には、困難が続くなか引き続き頑張って頂きたいと思います。 

（日印協会事務局長 西本達生） 
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 入会随時受付中  

日印協会は、1903年、長岡護美、大隈重信、渋沢栄一の3名が中心となって創設されました。以来、日印の相互理解の促進を目的とし

て、両国の友好親善に関する事業を行ってきました。 

現在の協会の活動は、当協会の活動に賛同下さる会員の皆様からの会費によって支えられております。今後もより良い活動を続けるため

に、当協会の活動にご賛同いただける法人･個人のご入会を歓迎致します。 

インドに関心をお持ちのお知り合いの方がいらっしゃいましたら、是非日印協会をアピールして下さい。ご希望により、当協会の活動に

関する諸資料をお送りいたします。日印協会の活動に賛同して頂ける多くの法人会員･個人会員のご入会をお待ちしております。 

☆年会費: 個人           １口(8,000円)から ☆入会金 個人 2,000円 

学生           １口(4,000円)から 学生 1,000円 

一般法人会員   １口(100,000円)から 法人 5,000円 

特別法人会員   １口(150,000円)から       (一般法人、特別法人会員共に)  

 

 

 


